
の
が
多
い
。
住
居
の
入
口
は
一
部
で
北
東
側
の
も
の
が
あ
る
が
、
大
部
分

は
南
東
側
に
向
い
て
い
る
。
住
居
内
か
ら
多
量
の
炭
化
材
が
出
土
し
た
焼

失
家
屋
と
考
え
ら
れ
る
住
居
跡
が
二
軒
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
住
居
跡
か
ら
は
壷
・

甕
・
鉢
・
高
杯
・
器
台
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
な
ど
の
土
器
類
や
石
庖
丁
が

出
土
し
て
い
る
。

甕
棺
墓
は
調
査
区
東
部
の
１９
号
住
居
の
北
側
に
隣
接
し
た
場
所
で
発
見

さ
れ
た
。
墓
壙
は
長
さ
〇
・
七
五
㍍
・
幅
〇
・
四
五
㍍
の
楕
円
形
の
平
面

形
を
呈
し
、
床
面
は
ほ
ぼ
水
平
で
あ
る
。
下
側
に
甕
、
上
側
に
壷
を
使
用

し
た
合
わ
せ
口
の
甕
棺
で
、
全
長
〇
・
五
五
㍍
の
小
児
用
で
あ
る
。
下
甕

の
内
面
か
ら
わ
ず
か
に
赤
色
顔
料
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
甕
棺
墓
は

弥
生
時
代
終
末
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三

小
長
川
遺
跡

小
長
川
遺
跡
は
勝
山
町
の
や
や
北
部
で
、
長
峡
川
支
流
の
池
田
川
西
岸

の
低
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
こ
の
低
丘
陵
は
長
川
集
落
の
北
方
約
四
〇
〇

㍍
で
、
北
側
の
加
廊
戸
池
と
南
側
の
長
迫
池
に
挟
ま
れ
て
北
西
か
ら
南
東

方
向
に
の
び
て
い
る
。
遺
跡
は
丘
陵
の
先
端
部
の
標
高
四
五
〜
五
三
㍍
付

近
に
立
地
す
る
。
当
遺
跡
の
所
在
地
は
大
字
長
川
字
小
長
川
で
あ
る
。

当
遺
跡
は
福
岡
県
の
遺
跡
分
布
図
で
は
加
廊
戸
池
東
遺
跡
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
の
甕
棺
墓
群
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
丘
陵
北
側
の
崖
下
面
は
長
川
北
遺
跡
の
名
称
で
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遺
物
包
蔵
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
弥
生
土
器
片
の
他
に
石
庖
丁
や

石
斧
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
南
側
に
隣
接
す
る
丘
陵
上
に
は
弥
生

時
代
中
期
の
遺
物
包
蔵
地
で
あ
る
長
川
西
遺
跡
が
所
在
す
る
。

調
査
の
契
機
は
当
遺
跡
が
立
地
す
る
丘
陵
で
の
工
場
建
設
に
伴
う
も
の

で
あ
る
。
平
成
三
年
秋
に
事
業
主
体
か
ら
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
の
照
会
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
福
岡
県
教
育
庁
京
築
教
育
事
務
所
の
指
導
の
も
と

に
町
教
育
委
員
会
が
試
掘
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
丘
陵
先
端
部
で
遺
構
の

存
在
を
確
認
し
弥
生
土
器
片
を
採
集
し
た
。
し
か
し
、
開
発
の
対
象
と

な
っ
た
丘
陵
の
大
半
は
か
つ
て
重
機
に
よ
る
削
平
を
受
け
て
お
り
、
特
に

丘
陵
奥
の
部
分
で
は
、
試
掘
時
に
も
遺
構
の
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ

た
。発

掘
調
査
は
平
成
三
・
四
年
度
に
実
施
し
、
試
掘
調
査
時
に
遺
構
の
存

在
が
確
認
さ
れ
た
丘
陵
先
端
部
の
稜
線
上
の
平
坦
面
を
対
象
と
し
た
。
調

査
面
積
は
一
四
五
〇
平
方
㍍
で
あ
る
。

発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
主
な
遺
構
は
、
集
落
関
係
の
も
の
で
は
竪
穴

住
居
跡
一
軒
・
貯
蔵
穴
二
五
基
が
あ
り
、
墓
地
関
係
で
は
方
形
周
溝
墓
に

伴
う
石
棺
墓
五
基
の
他
に
、
石
蓋
土
壙
墓
三
基
と
石
室
二
基
・
石
敷
遺
構

一
基
が
あ
る
（
写
真
２
―
１４
）。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
石
室
と
石
敷
遺
構

は
古
墳
時
代
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

集
落
の
調
査

集
落
関
係
の
遺
構
で
あ
る
竪
穴
住
居
跡
と
貯
蔵
穴
は
弥

生
時
代
中
期
の
時
期
に
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

竪
穴
住
居
跡
は
、
調
査
区
北
部
の
稜
線
上
平
坦
面
の
南
側
斜
面
際
に
立

第３章 弥 生 時 代
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地
す
る
。
住
居
跡
の
南
側
約
三
分
の
一
は
斜
面
で
流
出
し
消
滅
し
て
い

る
。
残
存
す
る
住
居
跡
の
床
面
は
直
径
六
・
七
㍍
の
ほ
ぼ
円
形
の
平
面
形

を
な
し
、
周
囲
の
壁
際
に
は
幅
三
〇
�
・
深
さ
七
�
前
後
の
排
水
溝
が
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
住
居
跡
の
壁
面
は
最
も
残
り
の
よ
い
部
分
で
高
さ
七

〇
�
を
は
か
る
。
床
面
の
中
央
付
近
に
は
長
径
約
一
〇
〇
�
・
短
径
五
五

�
の
長
楕
円
形
で
、
深
さ
三
〇
�
の
掘
り
込
み
が
あ
り
、
炉
跡
と
考
え
ら

れ
る
。
住
居
跡
の
屋
根
を
支
え
る
主
柱
穴
は
壁
際
の
排
水
溝
の
内
側
一
㍍

前
後
に
ほ
ぼ
円
形
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
五
本
が
確
認
さ
れ
た
が
、
本
来

は
六
〜
七
本
で
構
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
出
土
遺
物
は
弥

生
土
器
の
甕
と
、
研
磨
面
の
あ
る
用
途
不
明
の
石
器
と
が
あ
る
。

貯
蔵
穴
は
調
査
区
の
中
央
部
か
ら
南
部
に
集
中
し
て
分
布
し
、
丘
陵
の

西
側
斜
面
に
展
開
す
る
。
調
査
で
は
二
五
基
が
確
認
さ
れ
た
が
、
調
査
区

外
の
東
側
や
西
側
に
も
広
が
っ
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
調
査
さ
れ

た
貯
蔵
穴
の
断
面
形
は
地
表
面
の
入
口
部
分
が
狭
く
床
面
が
広
い
い
わ
ゆ

る
袋
状
を
な
す
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
地
表
面
と
床
面
の
幅
が
ほ
ぼ

同
じ
井
戸
状
を
な
す
も
の
も
あ
る
。
深
さ
は
浅
い
も
の
で
〇
・
五
五
㍍
、

深
い
も
の
で
は
二
・
七
八
㍍
を
は
か
る
。
床
面
の
平
面
形
は
円
形
を
基
本

と
し
、
楕
円
形
を
な
す
も
の
も
見
ら
れ
る
。
直
径
は
最
小
の
も
の
で
〇
・

八
七
㍍
、
最
大
の
も
の
で
は
二
・
二
八
㍍
で
あ
る
。
床
面
の
中
央
部
付
近

に
梯
子
を
固
定
す
る
た
め
の
小
穴
を
掘
り
込
む
も
の
が
四
基
あ
る
。
一
号

貯
蔵
穴
は
調
査
区
の
南
端
部
に
位
置
し
、
断
面
形
が
袋
状
を
呈
す
る
も
の

で
あ
る
。
一
四
号
貯
蔵
穴
は
貯
蔵
穴
群
の
中
央
部
付
近
に
位
置
し
、
断
面

形
が
井
戸
状
で
、
床
面
は
円
形
の
平
面
形
で
中
央
部
に
小
穴
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。

墓
地
の
調
査

墓
地
関
係
の
遺
構
で
あ
る
方
形
周
溝
墓
に
伴
う
石
棺
墓

及
び
石
蓋
土
壙
墓
群
は
、
副
葬
品
等
の
遺
物
の
出
土
量

が
少
な
い
た
め
す
べ
て
の
遺
構
の
時
期
を
特
定
で
き
な
い
が
、
お
お
む
ね

弥
生
時
代
後
期
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
地
の
構
成
は
方

形
周
溝
と
そ
れ
に
囲
ま
れ
た
五
基
の
石
棺
墓
が
調
査
区
の
北
端
に
位
置

し
、
方
形
周
溝
墓
の
南
東
側
に
三
基
の
石
蓋
土
壙
墓
が
配
置
さ
れ
て
い
る

（
写
真
２
―
１５
）。

方
形
周
溝
墓
の
溝
は
ほ

ぼ
直
角
に
屈
折
す
る
北
辺

と
東
辺
の
一
部
が
検
出
さ

れ
た
だ
け
で
、
西
側
が
調

査
区
外
と
な
っ
て
お
り
、

南
側
も
斜
面
下
位
の
た
め

に
流
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
体
の
規
模
は
不
明

で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
辺

の
西
端
部
で
墓
地
内
に
入

る
た
め
の
周
溝
が
途
切
れ

た
陸
橋
部
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
陸
橋
部
が
北

写真２―１５ 小長川遺跡の方形周溝墓
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辺
の
中
央
部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
北
辺
の
規
模
は
二
二
㍍

前
後
に
な
る
。

方
形
周
溝
墓
内
の
埋
葬
施
設
は
五
基
の
石
棺
墓
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な

い
が
、
調
査
区
外
に
も
分
布
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
１
号
主
体
部
は

北
東
隅
近
く
に
位
置
す
る
二
段
掘
り
の
石
棺
墓
で
、
五
基
中
最
大
の
規
模

を
有
す
る
。
墓
壙
は
平
面
形
が
長
さ
二
・
八
三
㍍
、
幅
二
・
三
五
㍍
の
長

方
形
で
、
深
さ
は
〇
・
三
〇
㍍
で
あ
る
。
石
棺
は
墓
壙
の
主
軸
に
対
し
て

斜
行
す
る
方
位
を
取
る
。
棺
の
蓋
石
に
は
緑
泥
片
岩
の
板
石
を
五
枚
使
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
の
隙
間
に
は
粘
土
の
目
張
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
石

棺
の
側
壁
の
石
も
緑
泥
片
岩
の
板
石
で
、
西
壁
で
四
枚
、
東
壁
で
五
枚
が

立
て
ら
れ
て
い
る
。
棺
内
の
大
き
さ
は
長
さ
一
・
七
七
㍍
、
幅
〇
・
四
四

㍍
・
深
さ
〇
・
四
〇
㍍
で
あ
る
。
頭
位
方
向
は
東
側
で
、
床
面
が
高
さ
八

�
ほ
ど
枕
状
に
高
く
作
ら
れ
て
い
る
。
棺
内
か
ら
は
全
面
で
赤
色
顔
料
が

検
出
さ
れ
、
特
に
床
面
の
赤
色
顔
料
は
厚
さ
二
〜
三
�
を
は
か
る
。
棺
内

の
枕
状
の
部
分
に
は
頭
骨
が
遺
存
し
て
お
り
、
銅
鏡
が
そ
の
南
側
に
接
し

て
鏡
面
を
上
に
し
て
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
頭
骨
を
は
さ
ん
で
銅
鏡
と

反
対
側
の
壁
際
に
は
素
環
頭
刀
子
が
切
先
を
東
側
に
向
け
て
副
葬
さ
れ
て

い
た
。
銅
鏡
（
図
２
―
５４
・
８
）
は
斜
縁
鳥
文
鏡
で
、
一
部
欠
損
し
て
い

る
が
、
直
径
一
〇
・
二
�
で
あ
る
。
中
央
の
紐
を
取
り
巻
く
内
区
に
は
四

つ
の
乳
が
あ
り
、
そ
の
乳
の
間
に
鳥
文
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外
側

の
銘
帯
に
は
「
自
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
が
、
他
の
文
字
は
不
明
で
あ

る
。
こ
の
鏡
は
中
国
の
後
漢
後
半
ご
ろ
に
製
作
さ
れ
た
舶
載
鏡
で
あ
る
。

素
環
頭
刀
子
（
同
・
１０
）
は
全
長
二
一
・
一
�
、
刃
部
長
一
四
・
一
�
、

刃
部
幅
一
・
四
�
で
あ
る
。
環
頭
部
は
直
径
二
・
〇
�
の
ほ
ぼ
円
形
で
、

先
端
の
切
先
部
は
上
方
に
反
っ
て
い
る
。

２
号
主
体
部
は
１
号
主
体
部
の
南
西
に
隣
接
す
る
石
棺
墓
で
あ
る
。
墓

壙
は
平
面
形
が
隅
丸
長
方
形
を
呈
し
、
長
さ
二
・
四
一
㍍
、
幅
一
・
三
八

㍍
で
あ
る
。
棺
の
蓋
石
は
花
崗
岩
が
一
枚
あ
る
が
他
の
五
枚
は
す
べ
て
緑

泥
片
岩
で
あ
り
、
各
蓋
石
間
の
隙
間
の
粘
土
目
張
り
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
左
右
の
壁
面
に
は
お
の
お
の
六
枚
の
板
石
を
立
て
て
使
用
し
て
い
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る
。
棺
内
の
大
き
さ
は
全
長
一
・
六
八
㍍
、
幅
〇
・
三
七
㍍
、
深
さ
〇
・

三
八
㍍
で
あ
る
。
頭
位
方
向
は
床
面
に
粘
土
枕
が
作
ら
れ
て
い
た
北
側

で
、
主
軸
の
方
向
は
Ｎ
１５°
Ｅ
で
あ
る
。
棺
内
の
床
面
と
壁
面
か
ら
は
赤
色

顔
料
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
棺
内
埋
土
か
ら
刀
子
（
同
・
９
）
が
出
土

し
た
が
、
床
面
か
ら
遊
離
し
て
お
り
、
副
葬
品
で
は
な
い
可
能
性
も
あ

る
。３

号
主
体
部
は
１
号
主
体
部
の
墓
壙
南
側
の
一
部
を
切
っ
て
築
造
さ
れ

た
石
棺
墓
で
あ
る
。
墓
壙
は
平
面
形
が
隅
丸
長
方
形
を
呈
し
、
長
さ
二
・

一
六
㍍
、
幅
一
・
二
二
㍍
で
あ
る
。
棺
の
蓋
の
側
壁
に
使
用
し
た
石
材
は

す
べ
て
緑
泥
片
岩
で
あ
る
。
蓋
石
下
の
側
壁
上
面
の
周
囲
に
は
小
石
や
粘

土
で
高
さ
の
調
整
と
目
張
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
棺
内
の
大
き
さ
は
長
さ

一
・
五
六
㍍
、
幅
〇
・
四
三
㍍
、
高
さ
〇
・
三
二
㍍
で
あ
る
。
棺
内
床
面

の
北
側
に
厚
さ
二
�
ほ
ど
の
粘
土
枕
が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
頭
位
方
向
と
考

え
ら
れ
、
主
軸
の
方
位
は
Ｎ
１１°
Ｗ
で
あ
る
。
棺
内
の
床
面
と
壁
面
か
ら
は

２
号
主
体
部
と
同
様
に
赤
色
顔
料
が
検
出
さ
れ
た
。
副
葬
品
は
出
土
し
て

い
な
い
。

４
号
石
棺
墓
は
３
号
主
体
部
の
南
側
二
㍍
に
位
置
す
る
。
棺
内
の
大
き

さ
は
長
さ
一
・
〇
二
㍍
、
幅
〇
・
三
六
㍍
、
深
さ
〇
・
二
五
㍍
と
小
形
の

石
棺
墓
で
あ
る
。
蓋
や
側
壁
の
石
材
に
は
花
崗
岩
を
使
用
し
て
い
る
。
頭

位
方
向
は
棺
の
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
北
西
側
と
考
え
ら
れ
る
。
棺
内
外

か
ら
粘
土
や
赤
色
顔
料
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
埋
土
中
か
ら
は
ガ
ラ

ス
小
玉
（
同
・
１１
、
１２
）
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
ガ
ラ
ス
小
玉
は

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
色
調
を
呈
し
、
大
き
さ
は
直
径
〇
・
四
�
〜
〇
・
六

�
の
も
の
で
あ
る
。

５
号
石
棺
墓
は
４
号
石
棺
墓
の
東
側
一
㍍
に
位
置
す
る
。
棺
内
の
大
き

さ
は
長
さ
一
・
二
二
㍍
、
幅
〇
・
三
九
㍍
、
深
さ
〇
・
二
二
㍍
と
や
や
小

形
の
石
棺
墓
で
あ
る
。
石
材
は
花
崗
岩
と
緑
泥
片
岩
両
方
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
頭
位
方
向
は
棺
の
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
北
側
と
考
え
ら
れ
る
。

粘
土
目
張
り
は
な
い
が
、
床
面
の
一
部
で
赤
色
顔
料
が
検
出
さ
れ
た
。
東

側
壁
直
下
で
、
頭
位
の
小
口
か
ら
約
三
〇
�
南
側
の
床
面
上
で
鉄
鏃

（
同
・
７
）
が
出
土
し
た
。
鉄
鏃
は
全
長
一
二
・
八
�
、
鏃
身
部
長
八
・

六
�
、
幅
二
・
四
�
の
有
茎
鏃
で
、
茎
部
に
は
矢
柄
の
木
質
が
遺
存
し
て

い
る
。

周
溝
は
北
辺
で
長
さ
一
〇
・
五
㍍
が
検
出
さ
れ
、
最
大
幅
一
・
三
㍍
・

深
さ
〇
・
四
六
㍍
を
は
か
る
。
東
辺
は
長
さ
七
・
六
㍍
が
残
存
し
、
最
大

幅
一
・
一
㍍
、
深
さ
〇
・
三
㍍
で
あ
る
。
溝
の
断
面
は
逆
台
形
を
呈
す

る
。
北
辺
の
溝
内
か
ら
祭
祀
に
使
用
し
た
高
杯
（
同
・
５
、
６
）
四
点
・

壷
（
同
・
１
〜
３
）
四
点
・
鉢
（
同
・
４
）
一
点
の
土
器
が
出
土
し
て
い

る
。方

形
周
溝
墓
が
築
造
さ
れ
た
時
期
は
周
溝
内
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら

み
て
、
後
期
の
終
末
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
銅
鏡
や
鉄
器
・
玉
類
の
副

葬
品
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
人
々
は
長
川
周
辺
に

所
在
し
た
集
落
の
首
長
層
と
推
測
さ
れ
る
。
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